
■目指せ 7 万の小国家■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 287 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：総理の夫 

 

10 月 22 日 「総理の夫 First Gentleman」の映画化が発表されました。 

皆さん、あまりピンとこないかも知れないけど、僕にとっては大事件のグッドニュースなので聞いてください。 

・ 

この作品は、「原田マハ原作の小説」ですが、先日読み終えたばかりなんです。 

たまたま友人のＳさんが、ＦＢで「面白かったよ」との書き込みを見て、即座に図書館に予約しました。 

マハさんとは、僕が 2005 年に関わり始めた IID世田谷ものづくり学校で知り合ったのですが、当時は、施設内

の IID ギャラリーのキュレイター役を担っていました。 

それまで建設会社の経営者だった僕にとって、ギャラリー、デザインはともかくも、キュレイターに至っては何

のことだかサッパリわかりませんでした。 

・ 

そもそも「世田谷ものづくり学校」という名称は、実は世田谷区の要請で名付けた「通称」でした。 

正式名称は「Ikejiri Institute of Design(イケジリ インスティチュート オヴ デザイン)」であり、それを略

した IIDこそが、当時 IDEE 創業者の黒崎輝男氏が提唱するコンセプトでした。 

僕は、この施設を IDEE の傘下から独立させ、単独法人化する役割を担ったのですが、校長と名乗ることで近隣

社会との融和に専念し、施設内部の運営は、従前スタッフから学ぶ立場でした。 

そんな中で、外部ブレインとして関わってくださったのがマハさんです。 

当時は本名でお付き合いしていましたが、今ではどこにも本名を出されていないので、マハさんとお呼びしまし

ょう。 

・ 

やがてマハさんは、「カフーを待ちわびて」を引っ提げて、見事に作家デビューを遂げましたが、活字嫌いの僕に

とってはむしろ遠い存在になっていました。 



だから、Ｓさんの投稿を見て懐かしさを覚えたのも確かですが、やはり「総理の夫」というタイトルの衝撃に僕

自身が驚きました。 

そして、その衝撃の理由を知りたくて本を読む･･･という不思議なプロセスを経たのですが、読み進むにつれ、

主人公の「日和（ひより）氏」は、僕のことじゃないかと思えて、我慢できず、マハさんにも手紙を書いちゃい

ました。 

そんなわけで、今から映画化が楽しみです。 

本の内容については一切お話ししませんので、興味のある方はご自分で。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：目指せ 7 万の小国家 

 

あなたは「地主の起業」という言葉をご存じか？ 

「地主の起業」でググってみると、最初の記事は「地主のちから（第 1 章） | 日本土地資源協会」という僕の

記事。 

そして「地主の起業」という言葉が初めて出てくるのは５番目の「不動産の現場から 地主の起業 土地所有の永

続化 : 2019-07」という記事だが、これも僕が雑誌に投稿した記事で、他にこの言葉は見当たらない。 

さらに言えば、これらの記事は僕のＰＣだから上位に出てくるのかも知れず、あなたのＰＣだと何もヒットしな

いかも知れない。 

だが、僕にとって、この言葉が一般に使われていないことこそが重要だ。 

僕はまさに、こういう言葉を指して「必要なのに誰もやらないこと」と呼ぶ。 

・ 

Wikiによれば、“地主（じぬし、英: landlord）とは、（農地などの）土地を貸し付けて、それで得た地代（つま

り「土地の貸し付け料」）を主たる収入として生活する人のこと”とある。 

恐らくこの説明を読んで、多くの人は何の疑問も感じないだろうが、土地を貸し付けてその地代で生活するには

相当の面積が必要だ。 

だとすると、幾世代の相続を経て大地主であり続ける人など極めて稀有な存在だ。 

現実には、個人ではなく宗教法人などの法人が多いのも頷ける。 

だがまてよ、もっと巨大な地主がいるではないか。 

それは、日本政府のことであり、所詮日本国土の私的所有権とは、固定資産税（および都市計画税）という地代

を徴収される借地権だ。 

その証拠に、所有者の死亡時に徴収される相続税は、まさに名義書換料だと思えば合点がいく。 

土地所有権は、最終的には国家に帰属すると考えることが、むしろ世界の常識だ。 

・ 

したがって、地主とは国家のことと考えた方が現実的だ。 

そもそも権利とは、国家によって与えられ守られる自由のことで、所有権とは使用・収益・処分の自由を指す。 

だから土地所有とは、国から与えられ守られている権利であり、その見返り（義務）として、税という名の賃料

を払っている。 

だが国は、その所有権を誰かから与えられても守られてもおらず、自分の力と周囲の承認を得ることで領有して

いるのが世界の仕組みだ。 

尖閣諸島の領有と所有を一緒ごたにした石原慎太郎の愚策により、むしろ中国を刺激したことが、このことを如

実に示している。 



・ 

さて、本題に戻って「地主の起業」の話をしたい。 

この言葉は「広大な土地の所有者なら、土地を放置せず賃貸しよう！」という提案に聞こえるかもしれない。 

だが、僕の意図はそうではなく、「国から借りている土地をまた貸しすることで、僕ら自身も国になろう」という

意味だ。 

僕はよく、「地域社会を行政や自治体に任せず、市民自身が担うべき」と唱えるのだが、それは、土地を所有する

市民が所詮「国から土地を借りている人」に過ぎないからだ。 

土地を借りて自ら使うのでなく、土地を貸して使わせてあげることこそが、地主＝国になることだ。 

・ 

中東のドバイという国は、かつて漁業を営む寒村だったが、1830 年代にアブダビから移住してきたマクトゥー

ム家が、クウェートから資金を借りて港湾を整備し、外国資本を誘致することで油田を開発し現在の繁栄を築い

ていったという。 

僕がドバイを引き合いに出すのは、その極端な変化でなく、その変化を促し受け入れてきたドバイ国の在り方だ。 

つまり、僕ら自身が国になるとは、僕ら自身が働き稼ぐのでなく、変化を促し受け入れること。 

自ら働き、稼ぐ自分でなく、それを促し受け入れる自分を「地主」という。 

そんな役割に気付き、担うことを「地主の起業」と名付けたのだが、この説明のわかり難さが僕の課題だ。 

・ 

世田谷で僕が取り組む笑恵館が、まさに地主の起業＝国づくりだ。 

地主が国になるために、地主を法人化することで不死身となり、相続＝名義書き換えの無い永続性を実現する。 

法人＝国が所有する土地が国土、法人＝国に所属するすべての人が、国民となる。 

ここまでなら、かつての貴族や幕藩体制の領主と変わりはないが、これからの国づくりは民主主義の実現を目指

したい。 

つまり、国が稼ぐのでなく、国民が自由に稼ぐために、法人=国が非営利組織となることで、不労所得を排除す

る。 

なぜなら、金銭に依存する消費者が多数を占めることにより、人々は相互依存を捨て孤立を深めるから。 

全ての人が働いて、買い手と売り手の双方向の人間関係を目指したい。 

・ 

先日募集を締め切った「ローカルリパブリックアワード」というイベントは、まさに経済活動でつながる地域コ

ミュニティ作りにスポットライトを当てる取り組みだ、 

地域資源（Land Resource）と地域社会圏（Local Republic）のイニシャルが、どちらも「LR」というご縁も手

伝って、僕は 2 つの事業をまたにかける道を選択した。 

土地を所有する人と、地域で事業を起こす人が連携すれば、すべての土地活用事業が「小さな国づくり」に変貌

する。 

明治初頭に 7 万以上あった集落が、現在の 1800 弱になるまで統廃合を続けた自治体は、所詮日本政府の出先機

関に過ぎないが、僕らの国づくりは、「少なくとも 7 万以上の小国家から成る日本」を目指したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20201024/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 



凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/26 ■◎作業日 13-19 時（自宅） 

   11-12 時 ▲LRL 経営会議（反町） 

（火）10/27 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

 10-12 時 HFA定例会議（渋谷・リモート） 

14-15 時 HFA 作業（笑恵館） 

（水）10/28 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（木）10/29 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（金）10/30 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（土）10/31 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 

09-17 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

（日）11/01 ■◎休業日 

 

■その後の予定 

11/07 09-12 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/07 15-19 時 ★LRA最終公開審査会（横浜） 

11/12 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

11/12 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/12 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/13 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

11/14 09-17 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/19 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/21 09-17 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/23 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会（飯能） 

10/25 14-18 時 ▲LRA1 次審査会（横浜） 

10/25 18-20 時 ▲麻布食事会（横浜） 

11/26 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 



松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


